
1 
 

指定管理者による公の施設の管理運営状況 

平成 30（2018）年度  

施設名 栃木県立日光自然博物館、栃木県奥日光地区駐車場、栃木県中禅寺湖畔国際避暑地

記念施設 

施設所管課 環境森林部自然環境課 

指定管理者 株式会社日光自然博物館（法人番号 4060001008628） 

指定期間 平成 26（2014）年４月１日 ～ 平成 31（2019）年３月 31 日 

 

１ 施設の概要 

施設所在地 栃木県日光市中宮祠 2480 番地 1 他 

施設の概要 

 

 

 

 

日光自然博物館：敷地面積：6,725 ㎡、建物面積：2,725 ㎡ 設備／研修室、映像設

備、展示室 

奥日光地区駐車場：有料駐車場４箇所（収容台数 518 台） 

中禅寺湖畔国際避暑地記念施設：イタリア大使館別荘記念公園、英国大使館別荘記

念公園、中禅寺湖畔ボートハウスの３館 

業務内容 

 

 

 

①栃木県立日光自然博物館の管理運営に関する業務 

②奥日光地区駐車場の管理運営に関する業務 

③中禅寺湖畔国際避暑地記念施設の管理運営に関する業務 

③その他事業（企画展、自然解説案内、アメニティ・グレードアップ事業 等） 

 

２ 収支の状況 

 平成 30（2018）年度                                                        （千円） 

収入  支出 

指
定
管
理 

※2 

 指定管理料 １０８，５０１  

 

 

 

 

指
定
管
理 

※2 

 事業費 ３４，５３０ 

 利用料金収入 １４７，３９８  管理運営費 １１３，３４１ 

 その他収入※１ ７，９７１  人件費 ９１，４５０ 

   その他支出※１ １９，５４５ 

 合計 ２６３，８７０  合計 ２５８，８６６ 

指定管理業務収支差額① ５，００４   

自主事業 １２，４４２  自主事業 １０，６９３ 

自主事業収支差額② １，７４９   

収支差額（①＋②） ６，７５３   

備考（※1 その他収入の主なものを記載） 
自然解説ガイド ７，９７１千円 

 

 

 

 

備考（※1 その他支出の主なものを記載） 
租税公課 １９，５４５千円 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

 平成 29（2017）年度（前年度）                                               （千円） 

 収入  支出 

指
定
管
理 

※2 

 指定管理料 １０５，６６７  

 

 

 

 

指
定
管
理 

※2 

 事業費 ３５，２３２ 

 利用料金収入 １３０，７８１  管理運営費 ９８，３６３ 

 その他収入※１ ９，０９９  人件費 ８９，０６３ 

   その他支出※１ １８，１８９ 

 合計 ２４５，５４７  合計 ２４０，８４７ 

指定管理業務収支差額① ４，７００   

自主事業 ９，８４１  自主事業 １０，６０２ 

自主事業収支差額② ▲７６１   

収支差額（①＋②） ３，９３９   
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備考（※1 その他収入の主なものを記載） 
自然解説ガイド ９，０９９千円 

 

 

 

 

備考（※1 その他支出の主なものを記載） 
租税公課 １８，１８９千円 

 ※２ 指定管理業務に係わるもののみ計上する。 

 

３ 利用状況 

施設名 項目 
平成 29（2017）年度 

（前年度） 

平成 30（2018）年度 

 

栃木県立 

日光自然博物館 

開館日数 ３３１日 ３２９日 

入館者数（有料入館者） ２９，９８５人 ３５，１０１人 

入館者数（無料ゾーン利用者） １５，３３８人 ２３，９３３人 

入館者数（無料ゾーン外国人） ４，４１７人 ８，６３１人 

奥日光地区駐車場 
営業日数 ３６５日 ３６５日 

利用台数 ２５９，９０８台 ２９３，０８９台 

イタリア大使館 

別荘記念公園 

開館日数 ２３１日 ２３８日 

入館者数（統計） ５３，８４５人 ６８，１４９人 

英国大使館 

別荘記念公園 

開館日数 ２３１日 ２３８日 

入館者数（統計） ５７，５３０人 ８３，４２１人 

中禅寺湖畔 

ボートハウス 

開館日数 ２３１日 ２３１日 

入館者数（統計） ４４，２６０人 ４６，６６９人 

奥日光インフォメ

ーションセンター 

開館日数 － ３２９日 

利用人数（全体） － １７，９２６人 

利用人数（内外国人利用者） － ８，４７３人 

 

４ サービス向上に向けた取組 

・デスティネーションキャンペーンに積極的に協力し、期間中、日光自然博物館、国際避暑地記念

施設においては、観察会や音楽会等のイベントを開催した。 

・日光自然博物館においては、年間６回の特色ある企画展を実施した。 

・新設した奥日光インフォメーションセンターでは、国内外の観光客に対し丁寧な案内業務を行っ

た。 

・日光自然博物館での自然解説案内業務において、バードウォッチング、トレッキング、星空観察

会、スノーシュー等の募集型自然観察会に加え、戦場ヶ原ガイドウォーク、ナイトハイキング等、

観光客が当日参加可能なガイドツアーを GW と夏休み期間の８月に実施した。（観察会年間実施回

数事前募集型１２回、当日参加型５回） 

・国際避暑地記念施設のうち英国大使館別荘記念公園及びイタリア大使館別荘記念公園について、

DC 期間の４月、５月の休館日を開館した。中禅寺湖畔ボートハウスにおいては、売店を新設しサ

ービス向上に努めた。 

 

５ 利用者意見への対応 

 利用者意見の把握方法 

アンケートの実施 

実施期間：平成 30（2018）年４月から平成 31（2019）年３月まで  総回答数７６８人 

内容：利用者の属性、展示、設備の評価、サービスの評価等 

アンケート結果（抜粋） ※無回答は除く 

・どちらからいらっしゃいましたか 

日光市内 県内市外 首都圏 北関東地区 その他 

3.52% 24.61% 48.31% 8.39% 10.42% 
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・利用交通機関 

自家用車 公共交通機関 その他 

67.32% 27.99% 2.47% 

・当館を何で知りましたか 

雑誌 ポスター ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ ラジオ ウェブ 現地 学校行事 その他 

4.56% 15.76% 1.69% 0.39% 11.85% 40.10% 9.64% 13.02% 

・料金について 

丁度良い 高い 安い 

64.71% 17.45% 7.68% 

・職員の対応について 

よい まぁまぁ 要改善 

87.63% 9.38% 0.13% 

・展示について（5 点満点としての回答の平均点） 

 〇映像について   ４．２４点 〇自然系展示 ４．３５点 〇人文系展示  ４．０８点 

 〇ものしりコーナー ４．１９点 〇巨大昆虫  ４．０１点 〇情報コーナー ４．２４点 

 〇ミュージアムショップ ４．０３点 

・日光自然博物館全体の印象について 

よい まぁまぁ 要改善 

72.92% 21.35% 0.78% 
 

 主な利用者意見（苦情・要望）  対 応 

【博物館】 

・一部展示室の匂いが気になった。 

・県内にこのような施設があることを知らなか

った。もっと PR すべきだと思う。 

・カフェ等があればよい。 

【国際避暑地記念施設】 

・障害者や老人が来やすいルートがほしい。 

・駐車場から遠すぎる。 

・カフェの充実。 

・英国大使館別荘記念公園については「生活感

がない」「新しすぎる」等の意見があった。 

【博物館】 

・換気と消臭剤を設置 

・県内を含め営業活動の強化 

 

・自販機の設置のみで対応中 

【国際避暑地記念施設】 

・障害者送迎車両の案内 

・一般車両を規制している経緯を説明 

・現在検討中 

 主な利用者意見（積極的評価） 

【博物館】 

・立派な建物で栃木県産の杉や漆塗りなどふんだんに使用していてぜいたくな気分になった。 

・とてもきれいで素敵な博物館でした。また来ます。 

・体験型の展示もあり、小学生にもお勧めだと思うので子供を連れてまたきます。 

【国際避暑地記念施設】 

・両施設とも景色が素晴らしいという意見が多数を占めた。 

【その他の意見】 

・落ち着いた時間を過ごせた。 

・また来たい。 

・イタリア大使館別荘記念公園については「趣のある施設」「安らぎの時間」「昔の姿を残した佇ま

い」等の意見があった。 
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６ 指定管理者による自己評価 

 成果のあった取組・積極的に取り組んだ事項・利用者満足度向上への取組 

・外国人観光客の増加に対応するべく、ホームページや館内施設の多言語化表記等を設置した。 

 また、外国人に発信力の強いインスタグラムを始めとした SNS を積極的に活用し、奥日光地区の

リアルタイムな情報の発信に努めた。 

・国外観光業者の商談会等に積極的に参加した。 

・駐車場の利用促進と奥日光地区への誘客を目的として、GW やお盆、秋の行楽シーズンに日光宇都

宮道路の PA に出向き、「奥日光便利マップ」の配布と現在の奥日光の見所を紹介した。 

経営５ヶ年計画の数値目標達成に向けた取り組み  

指定管理期間に合わせて策定した「経営 5 ヶ年計画」を基本方針として管理運営に当たった。 

各部門において、収入の数値目標を設定しており、数値目標に対し全体の達成値は１０９．４％で

あり計画値を上回る結果となった。 

各部門の達成率は指定管理業務として実施した博物館部門９９．０％、国際避暑地記念施設部門 

１６８．９％、自然解説部門８８．９％、駐車場部門１１３．４％であった。 

博物館部門においては、首都圏の業者や県内の小学校訪問、パンフレット配布等のＰＲ活動も実施

し、一定の成果があった。今後の取り組みとして外国人観光客をはじめとする新たな客層の取り込

みの強化をしていきたい。 

また、目標値に達しなかった自然解説案内部門については、新たな試みとしてエージェントが販売

する企画商品に対し、自然解説員の解説を行うためある程度の人員を確保する必要があった。 

販売する企画商品の販売が振るわず、不催行になった事が大きな要因となっていることから、エー

ジェントとの契約事項で改善を図っていきたい。 

指定管理外の部門では、自主事業である売店部門が８８．３％、栃木県との協働事業である低公害

バス部門８８．２％と大きく目標値を下回る結果となった。 

売店については、魅力ある商品開発、低公害バス事業については、沿線の魅力の紹介事業等の実施

による集客増が急務となっている。 

  今後改善・工夫したい事項 

平成 31（2019）年度から、引き続き５か年の指定管理業務を受託することとなるため、過去に蓄積

したノウハウを活用しながら、新たな取組にも積極的に取り組んでいく。 

平成 31（2019）年度には新たな取組の第一弾として、国内旅行業を取得し、隣接する市町村への旅

行手配が可能となることから、奥日光の特色を生かしたガイドツアー等の旅行商品を販売していく。 

また、ラグビーワールドカップ開催、県内で開催される国体、２０２０年のオリンピック開催等、

国内外から多くの観光客が訪れることが期待されることから、多種多様な観光客のニーズに対し柔

軟で迅速かつ的確なサービスの提供を心がけ、各事業の伸長と企業体質の強化を図っていく。 

 

７ 所管課による評価 

項目 評価の内容 確認内容・所見等 評価 

１．住民の平

等利用の確

保 

 

 

 

①住民の平等利用が確保されたか 

 

全ての施設において、平等な利用が確

保されている。 

Ｃ 

 

②使用許可に関する権限が適正に行使

されたか 

全ての施設において、適正に行使され

ている。 

Ｃ 

 

③高齢者、障害者等に対する配慮はな

されたか。また、平等利用が確保でき

ない場合の対応は適切か。 

全ての施設において、適正な配慮がな

されている。 

 

Ｃ 

 

 

 

 

２．施設の効

用の最大限

①施設の設置目的に沿った業務実施が

なされたか 

「戦場ヶ原ガイドウォーク」、「天空

の星空観察タクシー」など奥日光地域

の特色を生かした自然観察会や「奥日

Ｂ 
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発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光のフライフィッシング」など工夫さ

れた企画展を開催するなど、奥日光の

自然への理解促進を図る事業が実施

されている。 

 

 

 

②施設の利用促進、県民サービスの向

上が図られたか 

・旅行エージェントへの PR や、宇都宮

市内の小学校訪問など、施設の利用促

進を図った。 

・デスティネーションキャンペーン期

間中の休館日の開館等、サービス向上

に努めている。 

Ｂ 

 

 

 

 

③利用者満足度を把握し、満足度の向

上が図られたか 

利用者アンケートやイベント参加者、

自然解説会参加者へのアンケートに

より満足度を把握し、事業の改善に努

めている。 

Ｃ 

 

④利用者からの意見、苦情に対して適

切な対応がなされたか 

意見や苦情に対しては可能な限り改

善するなど適切に対応している。 

 

Ｃ 

⑤施設、設備、備品の維持管理や安全

管理は適切になされたか 

適切な保守管理や必要に応じた修繕

を行うなど適切に対応している。 

 

Ｃ 

⑥指定管理者の創意工夫により業務改

善等がなされたか 

職員の企画による企画展、イベント等

を実施し、利用者サービスの向上に努

めている。 

 

Ｃ 

 

３．管理を安

定的に行う

物的人的基

礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①組織体制は適正か 効率的に業務が遂行できる体制が取

られている。 

Ｃ 

②収支は適正でバランスがとれたもの

か 

収支バランスを保ち、適正に執行され

ている。 

Ｃ 

③経費の縮減に取り組まれてきたか 外部委託費や水道光熱費の削減など、

経費縮減に取り組んでいる。 

Ｃ 

④人材育成は適切に実施されているか イベントの企画運営を職員に自主的

に提案させるなど、人材育成を図る取

組が実施されている。 

Ｃ 

⑤危機管理体制（事故、緊急時の対応）

は確保されているか 

危機管理対策マニュアルが策定され、

危機管理体制が整備されている。 

Ｃ 

⑥県や関係機関との連携体制は確保さ

れているか 

緊急時の連絡体制のほか、混雑状況や

イベント情報の提供を行うなど緊密

な連携が図られている。 

Ｃ 

 

 

４．個人情報

保護 

①個人情報の保護についての措置が計

画どおり実施されているか 

協定書に定めた個人情報取扱特記事

項を遵守し、適切に取り扱われてい

る。 

Ｃ  

②情報公開は適切になされているか 「情報の公開に関する事務処理要領」

に基づき適切に対応している。 

Ｃ 

 

５．その他 

 

①施設の特性にふさわしい自己評価が

なされているか 

経営５カ年計画を策定し、業務ごとの

数値目標を定め、業務を実施してい

る。 

Ｃ 
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②自主事業が計画どおりに実施されて

いるか 

計画に基づき、物販や地域連携事業等

が実施されている。 

Ｃ 

③イベント等を実施している場合は、

地域との連携が図られているか 

地域の観光イベント等に人員配備や

場所の提供を行い、地域活性化に寄与

している。 

Ｂ 

 

④環境への配慮（騒音・公害対策、ごみ

削減等）がなされているか 

・日光国立公園内に設置された施設で

あり、景観も含め周辺環境への配慮が

なされている。 

・奥日光地区の環境保全について利用

者への啓発が行われている。 

Ｂ 

 

 

⑤その他管理運営上の特記事項 ― 

 

 

― 

 

 

総合的な評価 

・デスティネーション等での積極的なＰＲにより、博物館、奥日光地区駐車場、国際避暑地記念施

設全てにおいて利用者数が好調な伸びとなり、過去最高の売上高を計上した。 

・今後は、外国人観光客の利用も広く視野に入れて、自然解説案内業務の充実、施設の利活用の推

進等、利用者の満足度を向上させていくことが期待される。 

  ※「評価」欄には、以下の指標により判定した結果を記載すること。 

     Ａ：事業計画に対して極めて優れた取組となっている。 

     Ｂ：事業計画に対して優れた取組となっている。 

     Ｃ：事業計画どおりの取組となっている。 

     Ｄ：事業計画に対して劣る取組となっている。 

     Ｅ：事業計画に対して極めて劣る取組となっている。 


